明細書案②WＵ２０２１－００１-CＮ

【書類名】明細書

【考案の名称】水棲生物用水槽の水濾過装置
【技術分野】

【０００１】
　本考案は、比較的泳力や酸素摂取能力が弱く水質悪化に敏感な観賞魚などの水棲生物用濾過装置を、より安価に製造出来る様、抜本的に改良した水棲生物用水槽の水濾過装置に関するものである。
【背景技術】

【０００２】
　らんちゅう、土佐錦魚などの観賞魚は、鰭や体形等を長い間を掛けて人為的に改良して来たため、他の魚と比べて泳力や酸素摂取能力が弱く、水質の悪化に極めて敏感なものが多く、これらの水槽では、頻繁且つ注意深く水替えと充分な酸素供給を行う必要があった。そのため、人力だけで水替え等を行うことが困難であり、従来、酸素供給が可能な様々な観賞魚用水槽の水濾過装置が提案されている。

【０００３】
　このような観賞魚用水槽の水濾過装置としては、例えば、特許文献１には、濾過ケースＣと、蓋板Ｌと、濾過ユニットＵなど、からなり、濾過ケースＣの両側面に設けた係止孔１３に係脱可能なロック片４５を蓋板Ｌの両側に設け、ロック片４５は、蓋板Ｌの内方に弾性変形したときに係止孔１３から離脱し、蓋板Ｌの放射方向外方に弾性復元したときに係止孔１３に係合するようにし、濾過ケースＣと蓋板Ｌとをワンタッチにて着脱出来るようにして、濾材の交換などのメンテナンスが容易に行なえるようにした水中投げ込み式濾過装置が開示されている（特許文献１の特許請求の範囲の請求項１、明細書の段落［００１６］～［００２４］、図面の図１，図１２等参照）。

【０００４】
　また、特許文献２には、回転軸３１と、回転軸３１が貫通する貫通路３２ａを設けたろ過材本体３２と、回転軸３１が貫通し、回転軸３１を中心にして複数の羽根（３３ａｂ、３３ａｓ）を設けた羽根具３３と、を備え、羽根具３３を貫通路３２ａと同軸上に複数備える水槽用水中ろ過材３０と、気泡２を放出する気泡放出口２１ａを設けた底部２１と、この底部２１の縁に連接されて複数の側壁スリット２２ｓを設けた側壁部２２と、気泡２を排出する気泡排出口２３ａを設けたフタ部２３とからなるろ過材収納ケース２０に、回転軸３１を気泡放出口２１ａと気泡排出口２３ａとで支持して気泡２による上昇水流Ｃ１が前記羽根具３３に当たって回転するように収納し、水槽内で酸素が効率よく水中に溶解し、ゴミを均一に吸着し、交換時期を容易に判断出来る水槽用水中投げ込み式ろ過装置が開示されている（特許文献２の特許請求の範囲の請求項２、明細書の段落［００１７］～［００２４］、図面の図１，図５等参照）。

【０００５】
　しかし、特許文献１や特許文献２の水槽用水中投げ込み式ろ過装置では、水槽の水の濾過と酸素供給は出来るものの、濾過機能や酸素供給能力を上げるためには、ポンプの動力を上げる必要があり、濾過水の水流も強くなってしまうため、泳力の弱い観賞魚は、強い水流の中で泳ぐのに疲れて体調を崩し、大きくなったポンプの作動音や振動のストレスも加わり、死に至らしめることもあるという問題があった。

【０００６】
　このような問題を解決するには、観賞魚を飼育する水槽と入れ替えに適した水の水槽を分け、入れ替え用水槽から飼育水槽へ供給することが考えられる。しかし、それは、大掛りな設備と一定のスペースが必要であり、一般には困難であり、省コスト、省エネルギー、省スペースに反するという新たな問題が発生する。
【０００７】
　これに対し、本願の考案者は、高度に水を濾過して溶存酸素を充分に供給することが出来るとともに、供給する水の水流を極限まで抑えることで、波や泡が立つのを抑え「上見（うわみ）」（水面上からの観賞方法）をも阻害せず、飼育する観賞魚などの水棲生物を疲れさせたりストレスを与えたりすることがなく、健康で本来の美しさを損なうことなく、誰でも簡単に、省コスト、省エネ、省スペースで、観賞魚等水棲生物の飼育を可能とする特許文献３の水棲生物用水槽の水濾過装置を開発した。
【０００８】
　この特許文献３の水棲生物用水槽の水濾過装置は、上記した顕著な効果を奏し、大変優れているものの、やや製造コストが掛かるので、より広い需要者層へ行き渡るように、より低コストで製造出来、より安価に販売出来るように改良して欲しいとの要請があった。
【特許文献】

【０００９】
　　【特許文献１】特開２０１３－１２３４１２号公報
　　【特許文献２】特開２０１２－２０５５６９号公報
　　【特許文献３】特許第５７９３７８５号公報
【考案の概要】

【考案が解決しようとする課題】

【００１０】
　そこで、本考案は、上述した要請を鑑みて案出されたものであり、その目的は、高度に水を濾過して溶存酸素を充分に供給出来るとともに、供給する水の水流を極限まで抑えることで、波や泡が立つのを抑え「上見（うわみ）」をも阻害せず、飼育する観賞魚などの水棲生物を疲れさせたりストレスを与えたりすることがなく、健康で本来の美しさを損なうことなく、誰でも簡単に飼育を可能とする上に、より広い需要者層へ行き渡るように、より低コストで製造出来、より安価に販売出来るように改良した水棲生物用水槽の水濾過装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】

【００１１】
　請求項１に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置は、水槽内の水を吸引するとともに濾過した水を供給する圧力を与える水中ポンプが設置された第１濾過装置と、この第１濾過装置の上方に設置された第２濾過装置とを備え、これらの第１濾過装置及び第２濾過装置で水槽内の水を濾過するとともに、酸素を供給する水棲生物用水槽の水濾過装置であって、前記第１濾過装置は、上部に吸水口を有した下部筐体と、上部筐体とを有し、これらの下部筐体と上部筐体とが一体とされ、その中に前記水中ポンプが収容されており、前記第２濾過装置は、複数の凸部が外表面に形成された装置本体と、その装置本体の上部に設けられ、前記水中ポンプの圧力により濾過した水を吐出する複数の吐出口とを有し、前記水中ポンプを駆動して前記第１濾過装置及び第２濾過装置を通過した水を、前記複数の吐出口から前記複数の凸部を通過するように流下させて供給することを特徴とする。
【００１２】
　請求項２に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置は、請求項１に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置において、前記複数の凸部は、すじ状の凸部が上下方向に連続し、前記第２濾過装置の外表面の周方向に間隔をあけて形成されていることを特徴とする。
【００１３】
　請求項３に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置は、請求項１に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置において、前記複数の凸部は、すじ状の複数の凸部が上下方向に交互に重なるように形成されていることを特徴とする。
【００１４】
　請求項４に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置は、請求項１ないし３のいずれかに記載の水棲生物用水槽の水濾過装置において、前記水中ポンプは、多層ウールニット状の樹脂からなる濾材で覆われた上、前記上部筐体に収容されていることを特徴とする。
【００１５】
　請求項５に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置は、請求項１ないし４のいずれかに記載の水棲生物用水槽の水濾過装置において、前記第２濾過装置は、その周囲が多層ウールニット状の樹脂からなる濾材で覆われた上、その中心部に濾材カートリッジを有する複合濾材が、前記装置本体の内部に装着可能となっていることを特徴とする。
【００１６】
　請求項６に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置は、請求項１ないし５のいずれかに記載の水棲生物用水槽の水濾過装置において、前記第２濾過装置は、前記吐出口から吐出した水を一旦溜める水溜まり部が前記装置本体の上面に設けられ、この水溜まり部には、前記複数の凸部の直上の側面に複数の流下溝が形成されていることを特徴とする。
【考案の効果】
【００１７】
　請求項１～６に記載の考案によれば、高度に水を濾過して溶存酸素を充分に供給することが出来るとともに、供給する水の水流を極限まで抑えて、波や泡が立つのを抑え「上見（うわみ）」をも阻害せず、観賞魚を疲れさせたりストレスを与えたりすることがなく、健康で本来の美しさを損なうことなく、誰でも簡単に飼育が可能となる。また、請求項１～６に記載の考案によれば、溶存酸素を充分に供給出来るため、別途エアレーション装置を設ける必要がなく経済的である。また、前記の全ての機能を垂直方向に備えるので、省スペース、低コスト、且つレイアウト自由度が高い。さらに、請求項１～６に記載の考案によれば、第２濾過装置の装置本体の上部に設けられた吐出口を、単一でなく複数とし濾材配置と水流を変える事で、吐出口から供給される水の勢いを小さく出来るだけでなく、装置本体の内部をより簡易な構造、構成に出来るため、低コストで製造可能で、より広い需要者層へ行き渡るように、より安価に販売出来る。
【００１８】
　特に、請求項２に記載の考案によれば、すじ状の凸部が上下方向に連続し、第２濾過装置の外表面の周方向に間隔をあけて形成されているので、凸部にぶつかりながら流れ落ちる過程において空気を巻き込むため、水流に充分に酸素を溶解して溶存酸素の濃度を高めることが出来るとともに、射出成形型等の成形型からの脱型が容易であるため、より簡易に製造することが出来、低コスト化出来、敢えて言えば、小規模水槽に適している。
【００１９】
　特に、請求項３に記載の考案によれば、すじ状の複数の凸部が上下方向に交互に重なるように形成されているので、吐出口から流下してくる水が、分断、合流、落下を繰り返すため、水流の勢いを弱めることが出来るとともに、凸部にぶつかりながら流れ落ちる過程において空気を巻き込むため、水流に充分に酸素を溶解して溶存酸素の濃度を高めることが出来、敢えて言えば、中規模水槽に適している。

【００２０】
　特に、請求項４に記載の考案によれば、水中ポンプが多層ウールニット状の樹脂からなる濾材で覆われているので、水中ポンプの駆動音や振動が吸収されて弱められ、静粛性が高められるため、水棲生物及び人へのストレスを軽減することが出来る。
【００２１】
　特に、請求項５に記載の考案によれば、第２濾過装置は、その周囲が多層ウールニット状の樹脂からなる濾材で覆われた上、その中心部に濾材カートリッジを有する複合濾材が、前記装置本体の内部に装着可能となっているので、複合濾材の取り替えやアレンジ、装置内の清掃が容易であり、多様な観賞魚の飼育がより簡便となる。
【００２２】
　特に、請求項６に記載の考案によれば、吐出口から供給する水を一旦水溜まり部に溜めたうえ、複数の流下溝から均等に分散し、流れを弱め、流下させることが出来る。このため、外側面全体を均等に使って凸部に水を衝突させながら流下させることができ、より一層水流を弱め、溶存酸素の濃度を高めることが出来、敢えて言えば、大規模水槽に適している。
【図面の簡単な説明】

【００２３】
　　【図１】本考案の実施形態１に係る水棲生物用水槽の水濾過装置の全体構成を示した斜視図である。
　　【図２】同上の水濾過装置の全体構成を分解して示した分解斜視図である。
　　【図３】同上の水濾過装置で吸引する水の水流等を示す説明斜視図である。
　　【図４】本考案の実施形態２に係る水棲生物用水槽の水濾過装置の第２濾過装置を部分的に示す斜視図である。
　　【図５】本考案の実施形態３に係る水棲生物用水槽の水濾過装置の第２濾過装置を部分的に示す斜視図である。
　　【図６】本考案の実施形態４に係る水棲生物用水槽の水濾過装置の第２濾過装置を部分的に示す斜視図である。
【考案を実施するための形態】

【００２４】
　以下、本考案に係る水棲生物用水槽の水濾過装置を実施するための実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。

【００２５】
［実施形態１］

　図１～図３を用いて、本考案の実施形態１に係る水棲生物用水槽の水濾過装置について説明する。図１に示すように、本実施形態に係る水棲生物用水槽の水濾過装置１は、水棲生物用水槽の水底に設置される第１濾過装置２と、この第１濾過装置２の上の水面上に載置される第２濾過装置３など、から構成されており、後述の円盤状スポンジ濾材や観葉植物栽培キットなどのオプション部品が第２濾過装置３の上に載置可能となっている。

【００２６】
＜第１濾過装置＞

　先ず、図２を用いて、第１濾過装置２について説明する。第１濾過装置２は、図２に示す装置の筐体となる装置本体２０を備え、この装置本体２０に、水中ポンプ４などの部品が収容されており、水槽内の水を吸引して濾過する機能を有している。

【００２７】
［装置本体］

　装置本体２０は、アクリロニトリル・ブタジエン・スチレン（ＡＢＳ）樹脂などの樹脂からなる有底の円筒状の下部筐体２１と、この下部筐体２１に外嵌されて嵌着される、下部筐体２１と同様の樹脂からなる上部が開放された円筒状の上部筐体２２から構成されている。

【００２８】
（下部筐体）

　下部筐体２１は、主に、内径８０ｍｍ×高さ６０ｍｍ×厚さ２ｍｍ程度の円筒体２３と、この円筒体２３の底となる高さ１０ｍｍ程度の底板２４とからなり、この円筒体２３の側面上部には、水槽内の水を吸引するための直径８ｍｍ程度の円形の孔からなる複数の吸引口２３ａが穿設されている。
【００２９】

　この様に上下に筐体を分けることで、清掃時等で筐体を持ち上げた時に、円筒体２３内部に溜まった重く大きめな糞等の汚物や餌の残滓等が、飼育水に逆流するのを少なくする効果があり、筐体自体の重さも分割されるので、装置規模が大きくなるほど効果は大きくなる利点がある。

【００３０】
　そして、底板２４の外縁上側には、円筒体２３の外周面の下端から１０ｍｍ幅程度で外部へ張り出すテーパー状の台座部２４ａが形成されており、この台座部２４ａがあるため転倒モーメントが大きくなり、第１濾過装置２及び水濾過装置１全体が転倒しにくいようになっている。

【００３１】
（上部筐体）

　上部筐体２２は、主に、内径８０ｍｍ×高さ１１０ｍｍ×厚さ２ｍｍ程度の円筒体２５からなり、この円筒体２５の側面の上部には、水槽内の水を吸引する直径８ｍｍ程度の円形の孔からなる複数の吸引口２５ａが穿設されている。また、この円筒体２５の上端の縁には、円筒体２５の外周面から５ｍｍ程度外側へ張り出す鍔部２５ｂが形成されている。さらに、鍔部２５ｂの上部には、後述の第２濾過装置３の台輪３５が嵌挿される水中ポンプ４のコード４１の引出口２５１を有する内径８０ｍｍ×高さ１０ｍｍ×厚さ２ｍｍ程度の嵌合部２５０が設けられている。
【００３２】
　また、上部筐体２２の円筒体２５の下部には、下部筐体２１を設けて使用する際は、下部筐体２１の円筒体２３の上端部に嵌め込まれる下部台輪２５２が設けられている。
【００３３】
［水中ポンプ、その他収容部品］

　図２に示すように、第１濾過装置２は、前述の装置本体２０内に、水槽内の水を吸引するとともに濾過した水を供給する圧力を与える水中ポンプ４などの収容部品を備えており、この水中ポンプ４は、樹脂からなる多層ウールニット状の濾材（水作株式会社製の水作エイトフィルターＳ（商品名））Ｓ１，Ｓ２間に挟装されて下皿５の上に載置され、さらにその上に上部に吐水口４０ａを有し、周囲にパッキン４０ｂを有する接続パイプ４０が設けられている。
【００３４】
（水中ポンプ）

　この水中ポンプ４は、この実施形態に合わせ水作株式会社が新開発したポンプで、図２に示すように、上部に吐出口４３を有し、下部周囲の吸水部４４から水槽内の水を吸引して、吐出口４３から水を吐出する必要十分な機能を有している。【００３５】
（接続パイプ）

　この吐出口４３内には、上記したように、装置本体２０と同様の樹脂製の接続パイプ４０が嵌め込まれて接続・延長される。
【００３６】
（下皿）

　下皿５は、図２に示すように、装置本体２０と同様の樹脂製の直径７５ｍｍ程度の円形の平板５０からなり、水槽の水を通す（通水する）直径８ｍｍ程度の複数の通水孔５０ａと、幅８ｍｍ程度の切欠５１ａとが設けられている。この下皿５は、水中ポンプ４を載置して水中ポンプ４の吸水スペースを下方に設けるスペーサーとしての機能を有している。
【００３７】
［第１濾過装置の作用効果］

　このような第１濾過装置２によれば、水中ポンプ４の圧力で水槽内の水を吸引する際に、吸引される水が多層ウールニット状の濾材Ｓ１，Ｓ２を通過することとなる。このため、水中の糞等の汚物や餌の残滓等の漂流物が、濾材Ｓ１，Ｓ２を通過する際に濾されて物理濾過を行うことが出来る。また、第１濾過装置２によれば、濾材Ｓ１，Ｓ２にバクテリア等が住み着くことにより、水中に溶けているアンモニア等の有害物質を分解する生物濾過を行うことも出来る。

【００３８】
　その上、第１濾過装置２によれば、水中ポンプ４が多層ウールニット状の濾材Ｓ１，Ｓ２で覆われているので、水中ポンプ４の駆動音や振動が吸収されて弱められ、静粛性が高められる。よって、魚や人にもストレスを与えず第１濾過装置２（水濾過装置１）を作動させることが出来る。

【００３９】
＜第２濾過装置＞

　次に、図２を用いて、第２濾過装置３について説明する。第２濾過装置３は、装置本体２０と同様の樹脂製の装置全体の筐体である装置本体３０を備え、第１濾過装置２で濾過された水を再濾過するとともに水槽へ濾過した水を流下して、酸素を取り込みながら水流を和らげ供給する機能を有している。
【００４０】
［装置本体］

　この装置本体３０は、主に、複数のすじ状の凸部３６ａが外表面に外側へ向け形成された概形が略円筒状の内容器３１などから構成されている。
【００４１】
（内容器）

　内容器３１は、図２に示すように、内径８０ｍｍ×高さ１００ｍｍ×厚さ２ｍｍ程度の有底の略円筒体であり、底面は接続パイプを通す穴が中央に開き、下部に幅１０ｍｍ程度の鍔部３６ｂを有し、さらにその下部に上述した台輪３５を有する。
【００４２】
　内容器３１の外表面に形成されたすじ状の凸部３６ａは、幅５ｍｍ、突出高５ｍｍ程度のすじ状の凸部であり、このすじ状の凸部３６ａが、上下方向に連続し、その外表面の周方向に一定間隔をあけて複数突設されている。
【００４３】

　ここで、複数のすじ状の凸部３６ａは、アンモニア等を揮発させながら、活着した好気性バクテリアによるドライ濾過の効果も期待出来る。

【００４４】
　そして、内容器３１は、その内部に、上皿６と、複合濾材Ｓ３，Ｓ４とを収納可能な略円柱状のスペースを有している。

【００４５】
（上皿）

　上皿６は、図２に示すように、内容器３１内部の底面からの凸部により１５ｍｍ程度浮かせて設けられ、装置本体３０と同様の樹脂製の直径７５ｍｍ程度の円形の平板６０からなり、この平板６０には、吐水口４０ａから吐出される水を拡散させ、濾材Ｓ３、Ｓ４の外側から効率よく通水させるための複数大小の通水工６０ａと６０ｂを設けている。
【００４６】
（複合濾材）
　複合濾材Ｓ３は、樹脂からなる多層ウールニット状の濾材Ｓ３１と、濾材Ｓ３１の中心部に交換可能に装着された濾材カートリッジＳ３２とからなる。複合濾材Ｓ４も、樹脂からなる多層ウールニット状の濾材Ｓ４１と、濾材Ｓ４１の中心部に交換可能に装着された濾材カートリッジＳ４２とからなる。
【００４７】
　このように、用いる２つの濾材カートリッジＳ３２，Ｓ４２により、内容器３１内で、飼育する魚や目的に応じて濾過材を変える事が出来、物理濾過、生物濾過、化学濾過等が可能な様々な濾材とすることが出来る。

【００４８】
（蓋体）

　蓋体３７は、図２に示すように、周囲に内容器３１の内側面の凹凸部に嵌め込むための凹凸部を有し、内容器３１内を流れる水を吐出する複数の吐出口３７ａが穿設された外径７６ｍｍ×厚さ２ｍｍ程度の円形の板からなり、内容器３１の上端部を塞ぐものである。
【００４９】
［第２濾過装置の作用効果］

　このような第２濾過装置３によれば、用いる２つの濾材カートリッジＳ３２，Ｓ４２により、飼育する観賞魚等に応じて様々な濾過を実現することが出来る。また、２つの濾材カートリッジＳ３２，Ｓ４２を簡単に着脱可能なため、濾材の取り替えや、装置内の清掃が容易であり、飼育がより簡便となる。

【００５０】
　また、第２濾過装置３によれば、水中ポンプ４から噴き上がる水を、複合濾材Ｓ３，Ｓ４を通して、吐出口３７ａから吐出させ、さらに、すじ状の凸部３６ａから流下させ、最後に、鍔部３６ｂに当て、流れを水平方向に変えながら流下させるので、水流を極限まで抑えて、波や泡が立つのを抑え「上見（うわみ）」をも阻害せず、観賞魚等を疲れさせたりストレスを与えたりすることがなく、健康で本来の美しさを損なうことなく、誰でも簡単に飼育が可能となる。

【００５１】
　その上、第２濾過装置３によれば、すじ状の凸部３６ａから流下させる過程において、濾過水の中に溶存酸素を充分に取り込むことが出来る。このため、別途、エアレーション装置を設ける必要がなく、省スペース、省コストである。

【００５２】
　さらに、第２濾過装置３の上部の吸引口２５ａの一部が水面より上に出ている場合は、オーバーフロー濾過が可能となるばかりか、同時に酸素の水への取り込みも可能となる。その時、吸引口２５ａから落下して取り込まれることとなるが、スポンジ状の濾材Ｓ１，Ｓ２があるので、静音性は何ら妨げられない。

【００５３】
［水濾過装置の作用効果］

　次に、図３を用いて、水濾過装置１全体の水の流れを説明する。図３に示すように、先ず、第１濾過装置２の吸引口２３ａ，２５ａから水槽の水を吸引する。吸引口２３ａ，２５ａは、汚染物質が溜まり易い水槽底部、水面近傍から、効率よく吸水することが出来る。さらに、第２濾過装置３の装置本体３０の上部に設けられた吐出口３７ａを、単一でなく複数とし、濾材配置と水流を変える事で、装置本体３０の内部をより製造しやすい簡易な構造、構成に出来、吐出口３７ａから供給される水の勢いを小さく出来、より低コストで製造出来、より広い需要者層へ行き渡るように、より安価に販売出来る。
【００５４】
　次に、濾材Ｓ１，Ｓ２で物理濾過、生物濾過を行いつつ、水中ポンプ４の揚力で水面上の第２濾過装置へ送られ、前述の内容器３１内の複合濾材Ｓ３，Ｓ４を通して、蓋体３７の複数の吐出口３７ａから吐出され、すじ状の凸部３６ａを通って流下し、水槽の水面に流下する直前に、整流板として機能する鍔部３６ｂにぶつかり、流れを水平方向に変えながら流下する。

【００５５】
　このため、水槽内に供給されるときには、極限まで水流の勢いが弱められるため、泳力の弱い観賞魚等にもストレスを与えることがない。更に、波や泡が立つのを抑え、「上見（うわみ）」観賞をも阻害しない。また、従来の水濾過装置と相違して、水中ポンプ４自体の流量を弱めて水流を弱めるわけではないので、濾過能力自体は、落ちることなく、時間当たりに濾過出来る流量は変わらず、水質の悪化に極めて敏感な観賞魚等の飼育も容易である。

【００５６】
　それに加え、流下させる際に酸素も取り込めるため、酸素摂取能力の低い観賞魚等を飼育する場合でも別途エアレーション施設を設ける必要がない。

【００５７】
　水濾過装置１によれば、前述の作用効果に加え、水中ポンプ４の振動及び駆動音が非常に小さく抑えられるため、飼育する観賞魚及び飼育する人間にもストレスを与えることがない。

【００５８】
　また、水濾過装置１をセットするには、水中ポンプ４を起動させるだけなので、極めて簡単に設置することが出来る。

【００５９】
　その上、エアレーションが要らないので､配線は水中モーターのコード１本のみで済み、すっきりと自由度の高い水槽設計が可能となる。

【００６０】
　さらに、水濾過装置１によれば、複合濾材Ｓ３，Ｓ４だけでなく、装置内の全てのパーツが分解、着脱可能なため、装置内の清掃、メンテナンスが容易となっている。

【００６１】
　最後に、簡単に、水濾過装置１のオプションについて説明する。図示は省略したが、蓋体３７の上に円盤状のスポンジ濾材を設置すると、さらに水の勢いを弱められる。また、観葉植物栽培キットを載置し観葉植物を栽培することで、濾材が吸水スポンジの役割を果たし、脱窒効果を生みながら濾過を助け、更に癒し効果を高めることが期待出来る。

【００６２】
［実施形態２］

　次に、図４を用いて、本考案の実施形態２に係る水棲生物用水槽の水濾過装置について説明する。図４は、この実施形態２に係る水棲生物用水槽の水濾過装置の第２濾過装置３を部分的に示す斜視図である。上述の実施形態１に係る水濾過装置１と相違する点は、主に、縁壁部３７ｂを有することと、すじ状の凸部３６ａの配置なので、その点について主に説明し、同一構成は同一符号を付し、説明を省略する。

【００６３】
　この実施形態２に係る水棲生物用水槽の水濾過装置は、図４に示すように、蓋体３７の周囲に縁壁部３７ｂを有し、吐出口３７ａから供給する水を一旦水溜まり部３７ｃに溜めたうえ、複数の流下溝３７ｄから均等に分散し、流れを弱め、水を流下させることが出来る。このため、第２濾過装置３の外側面全体を均等に使って凸部３６ａに水を衝突させながら流下させることができ、より一層、水流を弱めることが出来るとともに、水流に充分に酸素を溶解して供給する水の溶存酸素の濃度を高めることが出来る。
【００６４】
　さらに、この実施形態２に係る水棲生物用水槽の水濾過装置は、すじ状の複数の凸部３６ａが上下方向に交互に重なるように形成されている。このため、吐出口３７ａから流下してくる水が、分断、合流、落下を繰り返すため、供給する水流の勢いを弱めることが出来るとともに、凸部にぶつかりながら流れ落ちる過程において空気を巻き込むため、水流に充分に酸素を溶解して供給する水の溶存酸素の濃度をより高めることが出来る。
【００６５】
［実施形態３］

　次に、図５を用いて、本考案の実施形態３に係る水棲生物用水槽の水濾過装置について説明する。図５は、この実施形態３に係る第２濾過装置３を部分的に示す斜視図である。上述の実施形態２に係る水濾過装置と相違する点は、主に、第２濾過装置３の外表面を切株状にしたことなので、その点について主に説明し、同一構成は同一符号を付し、説明を省略する。

【００６６】
　この実施形態３に係る水棲生物用水槽の水濾過装置は、図５に示すように、第２濾過装置３は切株を模したが、木、岩等を模すことも可能で、水槽アレンジメント、更にはテラリウム、ビオトープ等での用途も広がり、更に癒し効果をより高めることが期待出来る。
【００６７】
［実施形態４］

　次に、図６を用いて、本考案の実施形態４に係る水棲生物用水槽の水濾過装置について説明する。図６は、この実施形態４に係る第２濾過装置３を部分的に示す斜視図である。上述の実施形態２に係る水濾過装置と相違する点は、主に、第２濾過装置３の外表面のすじ状の複数の凸部３６ａの配置なので、その点について主に説明し、同一構成は同一符号を付し、説明を省略する。

【００６８】
　この実施形態４に係る水棲生物用水槽の水濾過装置は、図６に示すように、すじ状の複数の凸部３６ａを、第２濾過装置の外表面の周方向に連続し、上下方向に間隔をあけて形成されている。このため、吐出口３７ａから流下してくる水が、複数の凸部３６ａを乗り越えながら流下させることができ、より一層、水流を弱めることが出来るとともに、水流に充分に酸素を溶解して供給する水の溶存酸素の濃度を高めることが出来る。
【００６９】
　以上、本考案の実施形態に係る水棲生物用水槽の水濾過装置について詳細に説明したが、前述した又は図示した実施形態は、いずれも本考案を実施するにあたって具体化した一実施形態を示したものに過ぎず、これらによって本考案の技術的範囲が限定的に解釈されてはならないものである。特に、水槽で飼育するものを、らんちゅう、土佐錦魚等々の遊泳能力が弱く、水質の悪化、酸素濃度に敏感な観賞魚を例示して説明したが、他に様々な魚種の飼育、繁殖、或いは稚魚、幼魚などの飼育、又は他の水棲生物の飼育等にも適用することが出来る。要するに、本考案に係る水棲生物用水槽の水濾過装置は、泳力が弱く、水質の悪化、酸素濃度に敏感な水棲生物に広く適用することが出来る。
【００７０】

　更に、一見相反する様だが、規模を大型化すれば、錦鯉等の大型魚の上見（うわみ）観賞にも、その静粛性や設置、メンテナンスの簡便性から、既存の濾過装置との差別化は際立ち、推奨される。
【符号の説明】

【００７１】
１　　　　　　　　　　　　：水濾過装置

２　　　　　　　　　　　　：第１濾過装置

２０　　　　　　　　　　　：装置本体

２１　　　　　　　　　　　：下部筐体（装置本体）

２２　　　　　　　　　　　：上部筐体（装置本体）

２３　　　　　　　　　　　：円筒体

２３ａ　　　　　　　　　　：吸引口

２４　　　　　　　　　　　：底板

２４ａ　　　　　　　　　　：台座部

２５　　　　　　　　　　　：円筒体

２５ａ　　　　　　　　　　：吸引口

２５ｂ　　　　　　　　　　：鍔部
２５１　　　　　　　　　　：引出口
２５２　　　　　　　　　　：下部台輪

３　　　　　　　　　　　　：第２濾過装置

３０　　　　　　　　　　　：装置本体

３１　　　　　　　　　　　：内容器（装置本体）

３２　　　　　　　　　　　：蓋体（装置本体）

３３　　　　　　　　　　　：円筒体

３３ａ　　　　　　　　　　：差込溝

３３ｂ　　　　　　　　　　：凸部

３３ｃ　　　　　　　　　　：整流板

３４　　　　　　　　　　　：底板

３５　　　　　　　　　　　：台輪

３６　　　　　　　　　　　：円筒体

３６ａ　　　　　　　　　　：すじ状の凸部（凸部）

３６ｂ　　　　　　　　　　：鍔部

３７　　　　　　　　　　　：蓋体
３７ａ　　　　　　　　　　：吐出口

３７ｂ　　　　　　　　　　：縁壁部

３７ｃ　　　　　　　　　　：水溜まり部

３７ｄ　　　　　　　　　　：流下溝

４　　　　　　　　　　　　：水中ポンプ
４０　　　　　　　　　　　：接続パイプ
４０ａ　　　　　　　　　　：吐水口
４０ｂ　　　　　　　　　　：パッキン

４１　　　　　　　　　　　：コード
４３　　　　　　　　　　　：吐出口
４４　　　　　　　　　　　：吸水部
４０１　　　　　　　　　　：第１接続パイプ（接続パイプ）

４０２　　　　　　　　　　：第２接続パイプ（接続パイプ）

５　　　　　　　　　　　　：下皿
５０ａ　　　　　　　　　　：通水孔

５１ａ　　　　　　　　　　：切欠
６　　　　　　　　　　　　：上皿

６０　　　　　　　　　　　：平板

６０ａ，６０ｂ　　　　　　：通水孔

Ｓ１，Ｓ２　　　　　　　　：濾材
Ｓ３，Ｓ４　　　　　　　　：複合濾材
Ｓ３１，Ｓ４１　　　　　　：濾材

Ｓ３２，Ｓ４２　　　　　　：濾材カートリッジ

【書類名】請求の範囲

【請求項１】
　水槽内の水を吸引するとともに濾過した水を供給する圧力を与える水中ポンプが設置された第１濾過装置と、この第１濾過装置の上方に設置された第２濾過装置とを備え、これらの第１濾過装置及び第２濾過装置で水槽内の水を濾過するとともに、酸素を供給する水棲生物用水槽の水濾過装置であって、
　前記第１濾過装置は、上部に吸水口を有した下部筐体と、上部筐体とを有し、これらの下部筐体と上部筐体とが一体とされ、その中に前記水中ポンプが収容されており、
　前記第２濾過装置は、複数の凸部が外表面に形成された装置本体と、その装置本体の上部に設けられ、前記水中ポンプの圧力により濾過した水を吐出する複数の吐出口とを有し、
　前記水中ポンプを駆動して前記第１濾過装置及び第２濾過装置を通過した水を、前記複数の吐出口から前記複数の凸部を通過するように流下させて供給すること
　を特徴とする水棲生物用水槽の水濾過装置。
【請求項２】
　前記複数の凸部は、すじ状の凸部が上下方向に連続し、前記第２濾過装置の外表面の周方向に間隔をあけて形成されていること

　を特徴とする請求項１に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置。
【請求項３】
　前記複数の凸部は、すじ状の複数の凸部が上下方向に交互に重なるように形成されていること
　を特徴とする請求項１に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置。

【請求項４】
　前記水中ポンプは、多層ウールニット状の樹脂からなる濾材で覆われた上、前記上部筐体に収容されていること
　を特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置。

【請求項５】
　前記第２濾過装置は、その周囲が多層ウールニット状の樹脂からなる濾材で覆われた上、その中心部に濾材カートリッジを有する複合濾材が、前記装置本体の内部に装着可能となっていること
　を特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置。

【請求項６】
　前記第２濾過装置は、前記吐出口から吐出した水を一旦溜める水溜まり部が前記装置本体の上面に設けられ、この水溜まり部には、前記複数の凸部の直上の側面に複数の流下溝が形成されていること
　を特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の水棲生物用水槽の水濾過装置。
【書類名】要約書

　水を濾過して溶存酸素を充分に供給出来、水流を極限まで抑えて飼育する水棲生物を疲れさせたりストレスを与えない上に、波や泡が立つのを抑え「上見（うわみ）」をも阻害せず、より低コストで製造出来、より安価に販売出来るように改良した水棲生物用水槽の水濾過装置を提供する。
　第１濾過装置２及び第２濾過装置３を備えた水棲生物用水槽の水濾過装置１であって、第１濾過装置２は、上部に吸水口２３ａを有した下部筐体２１と、上部筐体２２とを有し、これらの下部筐体２１と上部筐体２２とが一体とされ、その中に水中ポンプ４が収容され、第２濾過装置３は、複数の凸部３６ａが外表面に形成された装置本体３０と、その装置本体３０の上部に設けられ、水中ポンプ４の圧力により濾過した水を吐出する複数の吐出口３７ａとを有し、水中ポンプ４を駆動して第１濾過装置２及び第２濾過装置３を通過した水を吐出口３７ａから複数の凸部３６ａを通過するように流下させて供給する。
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